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「春」 といえば・・・。  

４月になりました。本格的な春の到来ですね。春といえば、お花見！…ですが、「春のお花

見って、いつごろ始まったの？」 と思い、ちょっと調べてみました。 

お花見の花と言えば、 “桜”を思い浮かべる方が多いと思いますが、奈良時代までお花見

の対象は “梅”や“桃”でした。歌集「万葉集」の中でも、桜を詠んだ歌は約40首、梅の歌は約

120首残されていることから、桜より梅のほうが人々にとって身近な存在だったようです。 

 平安時代になると、貴族の間で桜のお花見が始まります。812年、嵯峨天皇が神泉苑（しん

せんえん）という庭で桜を見ながら歌会を催したとされ、これが最も古いお花見の記録だそうです。

それまで桜といえば山桜だったものが、このころから貴族の屋敷などに桜の木が植えられるよう

になり、雅やかな桜のお花見が広まっていきます。 

 貴族が美しい桜を見ながら宴を催す一方で、農民は桜の花の咲き具合でその年の作物の

豊凶を占い、田の神様へお供えをしながら豊作を祈願しました。 

江戸時代には園芸が盛んになり、神社や寺の境内など庶民に身近な場所にも桜が植えら

れるようになりました。そして、ご馳走を食べたりお酒を飲んだりしながら桜を楽しむお花見が、庶

民の間に広まっていきました。これが、現在のお花見の原型になりました。 

ｂｙ みーやん 

 

《 図書館カレンダー 》     印は、休館日です。 

 
★ 開館時間 ： 午前 9時 30分～午後 6時 ★ 

 
☆  2021 年 4月 ☆             ☆ 5月 ☆ 
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★ 図書館員のひとり言 ★ 

 

図書館では、毎週水曜日10時から図書館職員が３人1組でおはなし会をしています。 

内容的には、手遊びで始まり、絵本、紙芝居、大型絵本、パネルシアターを使い読み聞

かせをしたり、お母さん向けにブックトークをしています。自分の当番の日までテーマを

話し合い、選書し練習しておはなし会に臨んでいます。毎回１組～４組くらいの親子が来

てくださいます。ありがたいです。朝の10時に始まるおはなし会に合わせ、幼児を連れ

て出かけるって大変だなぁと思います。自分が子育てをしていた頃を思い浮かべると、毎

週来ているお母さんたちは偉いなと感じます。しかも、生まれて間もない赤ちゃんとその

お兄ちゃんやお姉ちゃんを連れてって・・・すごい！！ママパワー！！ 

お話をしてみると、「自分の息抜きに」や「コロナで外出するのも怖いので図書館なら」

という声が聞け、とてもうれしい限りです。また、一週間見ないうちに、赤ちゃんが大き

くなり、おしゃべりしなかった子がおしゃべりになっていたり、伝え歩きしていた子が

２・３歩あるきだし、自分で好きな本を探してくる姿が見られたり、いろいろな子どもた

ちの成長が感じられ私自身が毎週くる親子から元気をもらい癒やされています。 

これからも、おはなし会に来てくださる親子に何か子育てのヒントや図書館を利用する

楽しさを伝えていけるように努力していきます。 

ｂｙ チッピー 

 

 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 

 

  

「 あしたの幸福 」 

児童書９１３イ  いとう みく ／ 著  理論社 
 

ゴーヤの大きな緑色の葉っぱが風にゆれ、やわらかな緑のカーテンがまぶしく光る

暑い夏の日、パパが交通事故で亡くなった。パパと二人暮らしだった雨音にとって、

それはひとりぼっちを意味するわけで…。 

生きていく上で避けられない試練が次々とふりかかってくる難題を、中学２年生で

どこまで解決できるのか。心情をたどり、幸せのかたちについて考えてみよう。 
 

≪お葬式で、会ったことのない親戚や大人たちが私を見ては―ヒソヒソヒソ≫ 

≪誰が引き取る？婚約者、籍を入れる前でよかったじゃない―ヒソヒソヒソ≫ 

≪誰も私の気持ち、分かってない。この家、想い出から離れたくないだけ≫ 

≪そこへ一本の電話「お困りでしたら、私と住みますか？」離婚した母だった≫ 

 ≪赤ん坊のとき出て行って今さら！…でもこの家に住むには利用するしかない≫ 

≪なんで婚約者の帆波さんまでうちにくる？お腹に私の弟か妹がいるからって≫ 
 

 母の国吉さんと妊婦の帆波さんと雨音の三人が織りなす新しい暮らし。複雑に絡み

合う絆の糸が、雨音の心の成長と共にほどけていき、その先にはかけがえのない愛が、

ぬくもりが、幸せが待っていた。 

大事なものを失って気づかされることに救われることもあって、人は立ち止まって

はいられない生き物なのだと感じてならない。たくさんの経験はむしろ喜びの数なの

だと教えてくれる一冊です。 

ｂｙ リリー 



 

トム・ソーヤ通信 №367 
 

◇ コンジュジ ◇  

一般書913.6キザ  木崎 みつ子 ／ 著  集英社 
 

せれなの子ども時代は、地獄だった。あまりにも過酷で、何度も本を閉じてしまったほど。 

 彼女の唯一の光は、夢のように美しく、王子様のように優しいリアン。「The Cups」の

ボーカルで、世界的ロックスターだった彼は、せれなを外に連れ出して、キラキラ輝く景色

を見せてくれた。彼は、せれなが恋をするずっと前に亡くなっているけれど、まちがいなく、

せれなの光であり続けた。 

 この物語は、ラストにすべてが込められているような気がする。昨日はそこに、萌芽の兆

しを見たけれど、今日は、とっくに醒めた夢との、素朴で簡素な決別を見た。 

by ミカゲ 

◇ ふつうってどういうこと？ ◇ 

児童書104フ  古沢 良太 ／ 原作 NHK Eテレ制作班 ／ 編 ほるぷ出版 
 

 これは、こどものための哲学の本です。 

冒頭に、「本を読みながら、疑問に思ったことを、１分間考える時間をつくりましょう」と

書いてあります。ふだん何気なく使っている言葉の意味を考える、良いきっかけです。 

 主人公のQちゃんがつかう「ふつう」という言葉を、友達のチッチが、「ふつうってどうい

うこと？」と聞き返し、二人の質問と答えをたどっていくうちに、「ふつう」という言葉の意

味にたどりついてゆくお話です。 

 最後には、なるほどと思える答えが待っています。ぜひ、読んでみてください。 

                                   by よつは 
 

◇ ねこ学校のいたずらペーター ◇ 

児童書 943 ウ  アンネリース・ウムラウフ＝ラマチュ ／ 作  徳間書店 
 

 黒ねこのペーターは元気いっぱいなねこ学校の１年生。失敗やおっちょこちょいをしなが

らも、毎日楽しく学校に通っています。 

そんなある日、ねこの町で大事件がおこり、ペーターが大活躍します。それはね・・・。 

オーストリアで長く愛され読み継がれてきた童話を、レトロ感ある可愛らしい挿絵ととも

にどうぞお楽しみください。                      by キキ 

 

◇ 見知らぬ友 ◇ 

児童書963ビ マルセロ・ビルマヘール ／ 著  福音館書店 
 

 ルシオが見知らぬ友を初めて見たのは、七年生の算数のテストの時間だった。問題が解け

ずにいると、彼は答案用紙にルシオの筆跡ですらすらと正しい答えを書いていった。おかげ

で、ルシオは満点をとることができた。次に見知らぬ友が現れたのは17歳の時だった。ルシ

オには好きな女の子がいた。見知らぬ友は地理の時間にルシオの筆跡でラブレターを書き上

げたのだ。ラブレターを読んだ彼女とルシオは恋人になり、やがて結婚した。その後、ルシ

オが困った時に見知らぬ友は現れて…。★アルゼンチンの作家ビルマへールの10編の短編集

です。短編ならではの面白さをぜひ味わってください。中学生におススメです。 

by ビクトリア 

 

★ 毎月、新着図書の中から、職員がお薦めの 

本を紹介しています。★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                        

★ 図書館おはなし会 ★ 
 
４月７日（水） 、14日（水） 、 21日（水）  

午前１０時 ～ １０時３０分 

 

★ エプロンひろ子さんのエプロンシアター ★  
 

4月 10日（土） 午前１０時 ～ １0時 30分 

 

★ メリアンさんの英語のおはなし会 ★  
 

４月 24日（土） 午前１０時 ～ １0時 30分 

 

★ ぽっぽのおはなし会 ★ 
 

4月 28日（水） 午前１０時 ～ １1時 

すべて参加自由 ・  

無料です。 

  場所は、１階絵本 

コーナーです。 

『 おはなし会 』 のお知らせ 

図書館では、1階エレベーター横に「本の除菌機」を設置しています。一度に 6冊まで 

除菌することができます。一回の除菌時間は 30秒で、使い方はとても簡単です。 

 ぜひご利用ください。 ＊ ご不明な点は、職員までお声かけください。 

『 本の除菌機 』 ご利用ください 
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